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パー リ仏教 と生命倫理

柏 原 信 行

近年,脳 死者 ・胎児 ・クローンからの臓器摘出,安 楽死 ・尊厳死等,生 命倫理

に関する問題が続出してきた.こ れらの問題に関 して,仏 教にも解釈 と視点が要

求されている.本 稿の標題の 「パー リ仏教 と」 とは,本 稿がパー リ経典をソース

としたものである事を示す.

臓器移植について 臓器の提供は,布 施行為の一種 であると解釈できるか もしれ

ない.仏 典中では,特 にジャータカには,数 々の布施の物語があ り,そ の中には,

臓器の提供にも通 じるような物語もある.

例えぼ,シ ビ王ジャータカ(JNo.499)で は,ブ ッダの前王であったシビ王が,

自己の外部のものだけではな く,心 臓 ・肉 ・血 といった自己の内部の物や,あ る

いは自己自身を奴隷 として布施をしようと決心をする.帝 釈天がそれを知 り,盲

人の婆羅門に姿をかえて片方の眼球を乞 う.王 は周囲の反対を押 し切 り,自 分の

両方の眼を布施して,王 位を退 き出家する.し かし,シ ビ王は出家 した後,帝 釈

天の勧めによ り,布 施の決意 とそれを実行 した という真実の言葉の力によって,

再び元のように両眼を回復する.そ の他,自 己を捧げるという物語には,次 のよ

うなものがある.サ サ ・ジャータカでは,ブ ッダの前生のウサギが,飢 えたバラ

モンに与える物が無かったので,焚 き火の中に飛び込んで自らの肉体を施食 とし

て提供 している(JNα316).チ ャンペ ッヤ ・ジャータカ(JNα506)で は,ブ ッダ

の前生のチャンペッヤ龍王が,皮 を剥ぎたい者や大道芸用に捕 らえたい者に,自

身を施物 として差 し出している.

これらの行為 は,自 己の肉体やその一部を提供 したという点では,現 代の臓器

の提供に通ずるようにも思われるかもしれない.し か し,自 己を犠牲にしてまで

おこなわれる布施は,い ずれもブッダの前生であるボーディサッタの行為である.

これ らの物語の主題 は,ボ ーディサッタの偉業の讃嘆であって,読 者や聞き手

に同様の布施行為を求めているのではない.

仏弟子のアーナンダが,前 生で自己を犠牲にしてブッダを守ったという物語が,
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ロ ーハ ン タ鹿 ・ジ ャ ー タ カ(JNα501)や ハ ンサ ・ジ ャ ー タ カ(JNα502)や ハ ン

サ ・ジ ャー タ カ(JNα533)に 見 られ るが,自 己 の 肉体 まで も犠 牲 に して布 施 を行

う とい う物 語 は,ブ ッダ 以外 の者 を主 人 公 に した もの に は見 られ な い.

自分 の両 眼 を布 施 した シ ビ王 の物 語 は,ミ リ ン ダ ・パ ンハ ー に取 り上 げ られ て

い る(Milll9).こ こで の 主 題 は,両 眼 を な くした シ ビ王 に天 眼 が 生 じた根 拠 で あ

る.そ の根 拠 を表 す もの として 挙 げ られ て い るの は,火 を消 した り毒 を解 毒 剤 に

変 え た りす る呪 文 や,大 波 を引 か せ た誓 願 や,ガ ン ジス 川 を逆 流 させ た 誓 言 で あ

り,い ず れ も超 自然 的 な真 実 の 力 を持 つ もの で あ る.シ ビ王 が 天 眼 を得 た の も誓

言 の 力 に よ る とされ て い る.

現 在,上 座 仏 教 圏 で は,ス リ ラ ン カ,タ イ の 北 部 か ら西 双 版 納 に至 る ま で,

ヴ ェ ッサ ン タ ラ ・ジ ャ ー タ カ が,非 常 に人 気 が あ る.こ の ジ ャ ー タ カ は,ブ ッ ダ

の 前 生 で あ る ヴ ェ ッサ ンタ ラ王 が,自 国 の象 を 隣 国 に 与 え,王 位 を退 い て 妻 子 と

共 に森 に 入 り,つ い に は乞 わ れ る ま ま に妻 と二 人 の 子供 をバ ラ モ ン に与 え て し ま

う とい う物 語 で あ る.タ イ で は,特 別 の 日 に タ イ語 や ラ ン ナー タ イ語 に遂 語 訳 さ

れ た ヴ ェ ッサ ン タ ラ ・ジ ャ ー タ カ が読 諦 さ れ る.ス リ ラ ンカ で は ウ ェサ ッ ク(vesaka)

に子 供 に よ る ヴ ェ ッサ ン タ ラ ・ジ ャー タカ 劇 が 上 演 さ れ る.こ れ らは,こ の物 語

を見 聞 き して ブ ッ ダ の偉 業 を賞 讃 し,随 喜 す る こ とに よっ て 功 徳 を得 る の を 目的

と して い る.印 度 で も,ラ ー マ王 の聖 地 な どへ 参 拝 した者 の 土 産 話 を聞 くこ とに

よ っ て,参 拝 した本 人 と同等 の功 徳 が得 られ る とさ れ る.ア ン グ リマ ー ラ ・ス ッ

タ(MNα86)の 中 で は,ブ ッダ に諭 され て 殺 生 を止 め た元 盗 賊 ア ング リマ ー ラの

「自分 は,聖 な る生 を 受 け て か ら(ブ ッダ に帰依 して か ら)は,故 意 に 生 類 の命 を

奪 っ た こ とは な い.」 とい う文句 が 妊 婦 に安 産 させ る力 を持 ち,パ リ ッタ と され て

い る.

ジ ャ ー タ カ 中 の布 施 行 の物 語 も,こ れ ら と同 様 の意 味 を持 っ と捉 えね ば な らな

い で あ ろ う.従 っ て,臓 器 移 植 とい う布 施 行 の 範 が,ジ ャ ー タ カ に見 られ る とは

言 い得 な い.

安 楽 死 につ いて 律 に は,投 身 自殺 を 禁 ず る項 目が あ る.あ る時,一 人 の 比 丘 が,

病 苦 に耐 え か ね て崖 か ら身 を投 げ て 自殺 を し たが,生 憎 ち ょ う ど そ の時 そ の崖 の

下 を通 りか か っ た旅 人 の上 に落 下 して,そ の旅 人 も巻 き添 えで 死 ん だ.こ の た め,

「比丘 は投 身 自殺 を して は な らな い 」 とい う項 目が規 定 され た.(Parajika111p.82)

こ こで は,自 殺 そ の もの を禁 じて い るの で はな く,殺 生 を お こす 虞 の あ る投 身 を

禁 じて い る の で あ る.
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ミリンダパンハーでは,こ の戒について,比 丘 は衆生の利益を図らなければな

らないので,投 身 自殺をしてはならないが,諸 々の苦か ら逃れるためには認めら

れる,と される.こ こで言われる諸々の苦 とは,生 老病死,愁 悲苦憂悩,愛 別離

苦,怨 憎会苦,父 母 ・兄弟 ・姉妹 ・妻子 ・親戚の死,親 戚 ・健康 ・財産 ・戒 ・見

をな くすこと,王 ・盗賊 ・敵 ・飢餓 ・火事 ・水害 ・波 ・渦 ・―鰐・非難 ・処罰 ・堕

悪趣 ・大衆 ・生計 ・死への恐怖,具 体的な26通 りの極刑の苦 しみである.

律には,投 身自殺についてのこの規定以外には,そ の他の方法による自殺につ

いては何 も触れられてはいない.

相応部 には,次 のような話が記されている.ア ラカンとなったが病苦に苦 しむ

比丘が,そ の苦 しみから逃れるために刀剣で自らの首を切 り自殺 した.そ の上に

黒雲が渦巻いているのを見て仏弟子が釈尊にそのわけを尋ねると,釈 尊が言われ

るには,そ の黒雲はアラカンの魂 を食おうとしてやってきた悪魔である.漏 の尽

きたアラカンの魂は既に滅却 され,魂 が見つからない悪魔 は魂が どこにあるのか

捜 しまわってアラカンの遺体の上を飛び回っていた(S4.3.3).病 苦のために自刃

した比丘については,こ のほか,相 応部の別の箇所(S22.87)や 中部(M144)に

も見 られる.

これらの資料か ら,病 気による苦痛か ら逃れるために生命を絶つ こと即ち安楽

死が認められていると言えるようではある.し かし,い ずれの例も,自 殺 したの

は普通の衆生ではな く,比 丘であり,ア ラカンである.

ミリンダパンハー(Mil145)で は,「全ての者が刀や棒を恐れ,す べての者が死

を恐れる.」 という場合の 「全ての者」にはアラカンは含まれない とされる.

死を恐れないアラカンであれぼこそ,自 らの生命を絶ったのであり,死 を恐れ

る全ての者 に,苦 か ら逃れるための安楽死をそのままあてはめることは困難であ

ろう.或 いは,上 述のような具体的な苦に該当しなけれぼ,自 ら安楽死を願 うこ

とは衆生の利益 に反するため,禁 止されることになる.

死について 死については,ヴ ィスッディマッガ第8章 の随念業処の中の死念の

解説で,死 を 「一つの存在に於 ける命根の断絶」 としている.そ して,死 の種類

については,福 または寿 またはその両方が尽きた場合の 「時死」 と,そ れまでの

業を断絶する別の業による 「非時死」の2種 類があるとする.こ れらの2種 類に

は,ア ラカンが輪廻の苦を絶っ 「正断死」 と,諸 行の刹那滅である 「刹那死」 と,

樹木の枯死や胴の死(錆)を 指す 「世俗死」は含 まれない.「福が尽きた場合の死」

とは,生 命を存続させ る条件が整っていても,次 の生をもたらす業の果によって
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おこる死である.趣 や時代や食や地域によって百歳までという寿命が尽きること

による死が 「寿が尽 きることによる死」である.即 刻その場で死ぬような結果を

もたらす業のために刀で切 られたりして死んだ りするのが 「非時死!で ある.

これ らの各種の死の定義を見ると,ア ラカンの苦か らの逃避の為の死は,通 常

の死 と同列には扱われておらず,業 による果をもた らさない樹木や金属 と同様に

扱われている.

ヴィスッディマッガでは,自 己の肉体が他の人々 と共通である点を観察 して,

自らも必ず死に至 ることを観察すべきであるとされる.こ こで言われる共通点 と

は,表 皮や深皮や肉や骨や髄にいる80の 虫 と,数 百の病気 とが身体内にあり,身

体の外には蛇や蝋などの死をもたらすものがいるという点である.

また,夜 に思惟すべき死の原因 として,蛇 ・蝋 ・百足に咬まれること,転 倒,

食べたものの腐敗,胆 汁 ・疾 ・風の乱れが挙げられている.

ここに見 られるように,ヴ ィスッディマッガでは,病 気等の死因は内的な原因

によると捉えている.臓 器の移植や交換による内的原因の排除による延命は考え

られてはいない.

また,寿 命は,呼 吸の停止,威 義(行 住坐臥)・ 温度 ・大種(地 水火風)の 不均

衡 食が無いときに尽きるとされる.命 の長 さ,死 の原因 となる病の種類,死 の

時期,死 に場所,転 生する先の趣は定まっていない ともされている.ま た,死 念

の修習は,自 己の死が一 日 ・一夜 ・一回の食事時間 ・ものを四五口食べる時間 と

捉えるだけでも放免 とされ,死 は一・口を食べ る問,或 いはり呼吸の間にも訪れる

ものであると捉えなけれぼならない(Aviii74引 用)と される.

このように,ヴ ィスッディマッガによれぼ,死 は,常 に自己に内在する原因に

よるものであり,非 常に身近なものとして捉えるべきものである.

と こ ろで,自 己 の消 滅 の願 望 は,漢 訳 資 料(集 異門論四他)で は非 有 愛(vibhava-

tanha)と して,欲 愛(kama-tanha)と 共 に渇愛 とされて い る.し か し,ヴ ィス ッデ ィマ ッ

ガでは この3種 類 の愛 を苦集聖諦 とし(vism506),そ れ ぞ れ,六 境 に対 して 愛 好 す る

の が欲 愛 で あ り,断 見 と共 に起 こる のが 非 有 愛 で あ る と され る(大 念処経Dii307;

vism506,567).パ ー リ仏 教 で は,非 有 愛 は,自 己 そ の もの で は な く,自 己 の 認 識

の 消滅 へ の 欲 望 と定 義 づ けて い る.

殺 生 に つ い て 離殺 生 の パ ー リ語"panatipataveramani"の 語 義 は,「 呼 吸 あ る も の

を倒 させ る こ と」 で あ り,ク ロ ー ンや 脳 死 者 か らの臓 器 の 摘 出 や 自殺 に は殺 生 が

該 当 す るが,胎 児 か らの臓 器 摘 出 に は殺 生 が 該 当 しな い こ とに な る.ア ラカ ンや
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ボーディサッタの自己の生命を絶っことは殺生 とはされていない.親 や先祖から

受け継いだ命,或 いは宇宙に遍満する生命を尊ぶ という概念は,こ こには存在 し

ない.

生 命 観 につ いて 命Giva生 命)と 身(kaya肉 体)が 一 体 で あ る と捉 え る の は断 見

(uccheda-ditthi)で あ り,別 で あ る と捉 え るの は常 見(sassata-ditthi)と して 退 け られ

る.こ れ らの見 解 を 離 れ た中 道 で は十 二 縁 起 に従 っ て有 ・生 ・老 死 を 捉 え る(Sii

61etc).

パー リ大浬藥経では,い かに愛す る者にも,必 ず別れがあり,生 じ存在 し作ら

れ壊れるものが,壊 れないという道理はない,と して死が当然のこととされる.

パー リ仏教では,死 心 とこれに連続する次の結生心は同一・の心である.心 は活

動しているときには善悪の意業 となり,そ の時の心が同類の次の心を引 く.死 と

次の生の心は,こ のようにして生 じた休止中の心(有 分心)で ある.

ミリ ン ダパ ンハ ー で は,輪 廻 をマ ン ゴ ー の樹 と果 実 に讐 え(Mil77),輪 廻 の 主

体 に つ い て,名 色(nama-rupa)は 死 と共 に終 るが,業 に よ っ て次 の 名 色 が 生 ず る

と して い る.(Mil46)

パーリ仏教においても,厭 われるのは自己に内在 し身近なものである死ではな

く,苦 に満ちた輪廻をもたらす悪行である.こ こにも,生 命の尊厳 という概念は

ない.

また,輪 廻の苦をもたらす肉体は生命を以て維持すべきものではない.ヴ ィスッ

ディマッガでは,死 念を修習する比丘 は死に対する恐怖を克服 し,身 至念を観察

するものは生命にかかわる苦をも耐え忍ぶ,と している.

結び 以上のように,パ ー リ仏教では,臓 器移植 による延命 も,安 楽死 ・尊厳死

による寿命の縮小も認めがたい.か えって死の恐怖 という苦に対峙してこれを克

服すべきであるということになろう.

パー リ・テキス トの成立 した時代 と現代,パ ー リ仏教の流布する地域 と日本 と

では,時 間的にも空間的にも,歴 史的にも風土的にも,文 化的背景が大いに異な

る.従 って,現 在のわが国における生命倫理に関する諸問題に対 しての解答例を,

そのままパーリ ・テキス トに求めるのは困難である,と 言わざるを得ない.

<キ ー ワー ド>パ ー リ,命,殺 生 ・自殺

(龍谷大学講師)
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